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稚
児
之
森
東
の
地
蔵
祠
取
替
と
宝
冠
の
森 

 

◇
実
施
日 

 

１
１
月
２
７
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
中
前
偉
、
大
江
加
予
子
・

徳
子
、
畑
林
清
子
、
生
熊
千
満
子
、
湯
川
一
郎
、
西
克
、
高
階

鈴
子
・
美
根
子
、
梶
野
照
雄
、
高
橋
桂
太
、
由
井
洋
三 
 

１
５
名 

  

南
奥
駈
道
の
春
季
巡
視
の
際
、
稚
児
之
森
そ
ば
の
祠
が
あ
ま
り
に
も
み
す
ぼ

ら
し
い
の
で
、
児
嶋
さ
ん
が
採
寸
し
て
新
し
い
祠
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。 

桧
造
り
の
本
格
的
な
祠
で
、
屋
根
は
松
本
さ
ん
に
よ
る
こ
れ
も
本
格
的
な
も
の

だ
。 

 
 

 
 

 

立
派
な
祠 

 
 

 
 
 

錆
び
つ
い
た
祠 

 
 

 
 
 

 

石
像
を
出
す 

 

朝
９
時
前
に
村
道
の
奥
駈
道
案
内
板
前
に
集
合
、
祠
や
工
具
な
ど
を
車
か
ら

降
ろ
し
て
、
各
自
分
担
し
て
交
換
場
所
ま
で
運
ぶ
。 

 

交
換
場
所
ま
で
は
近
く
、
１
０
分
ほ
ど
で
到
着
す
る
。 

祠
に
は
地
蔵
の
石
像
が
入
っ
て
い
る
。
中
前
さ
ん
が
お
経
を
あ
げ
た
後
、
石
像

を
取
り
出
し
脇
の
地
面
に
置
い
た
。
石
像
は
安
政
六
年
（
１
８
５
９
年
）
三
月

と
記
載
が
あ
り
、
前
面
に
は
左
ハ
た
ま
き
、
右
ハ
と
つ
か
わ
、
と
彫
ら
れ
て
道

標
も
兼
ね
て
い
る
よ
う
だ
。
１
６
０
年
ほ
ど
前
の
物
だ
が
、
表
情
は
現
代
の
石

像
と
大
差
な
い
よ
う
に
見
え
る
。 

 
 

 
 

 

祠
交
換 

 
 
 

 
 
 

 

開
眼
供
養 

 
 
 

 
 
 

本
日
の
参
加
者 

錆
び
つ
い
た
祠
を
取
り
除
き
、
土
台
の
水
平
を
見
て
新
し
い
祠
を
据
え
付
け
る
。 

土
台
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
と
祠
を
４
カ
所
で
繋
い
だ
が
、
少
し
不
安
が
あ
る
の

で
、
裏
側
に
一
ヶ
所
ス
テ
ー
を
取
っ
た
。
下
部
の
石
が
比
較
的
大
き
い
の
で
、

後
日
石
に
ア
ン
カ
ー
を
打
っ
て
祠
を
固
定
す
る
予
定
だ
。 

周
辺
を
掃
除
し
、
祠
の
前
に
樒
一
対
や
ロ
ー
ソ
ク
、
御
供
の
お
菓
子
や
ミ
カ
ン

が
置
か
れ
、
開
眼
供
養
を
行
う
。
法
螺
の
音
が
響
き
渡
り
、
全
員
が
手
を
合
わ



せ
線
香
を
供
え
て
交
換
作
業
を
終
え
た
。 

稚
児
之
森
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
祠
も
地
蔵
像
が
入
っ
て
い
た
。
こ
ち
ら
の
石
像

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
定
さ
れ
て
お
り
、
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
詳

細
は
不
明
だ
。 

 

交
換
作
業
は
５
０
分
ほ
ど
で
終
わ
っ
た
の
で
、
宝
冠
の
森
へ
向
か
う
。
当
初

は
卯
月
山
に
標
識
設
置
予
定
だ
っ
た
が
、
１
９
日
に
設
置
済
で
、
卯
月
山
に
向

か
う
必
要
が
無
く
な
っ
た
た
め
、
め
っ
た
に
行
か
な
い
宝
冠
の
森
を
訪
問
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

 

稚
児
之
森
の
祠 

 
 
 

世
界
遺
産
石
碑
横
か
ら 

 
 
 

勧
業
木
記
念
碑
前
で 

世
界
遺
産
石
碑
ま
で
車
で
移
動
し
て
、
木
製
の
展
望
台
横
か
ら
玉
置
山
の
捲
き

道
を
進
む
。
か
つ
え
坂
を
登
ら
ず
、
玉
置
山
山
頂
を
経
由
せ
ず
に
玉
置
神
社
に

向
か
う
形
に
な
る
。 

２
０
分
ほ
ど
で
勧
業
木
記
念
碑
に
着
く
。
こ
こ
で
道
は
玉
置
神
社
、
玉
置
山
山

頂
、
宝
冠
の
森
へ
と
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
道
標
の
文
字
は
消
え
て
し
ま
っ

て
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
。
去
年
無
か
っ
た
倒
木
も
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
休
ん

で
宝
冠
の
森
方
向
に
進
む
。 

 
 

 
 

 

ク
サ
リ
場
を
下
る 

 
 

 

宝
冠
の
森
に
着
く 

 
 
 

 
 

 

笠
捨
山 

 

最
初
の
ク
サ
リ
場
ま
で
は
順
調
に
歩
く
こ
と
が
出
来
た
が
、
一
番
長
い
ク
サ

リ
場
で
生
熊
さ
ん
と
児
嶋
さ
ん
が
残
り
、
他
の
１
３
名
が
先
へ
進
ん
だ
。 

こ
の
コ
ー
ス
が
初
め
て
の
人
が
多
く
、
湯
川
君
が
先
に
降
り
て
足
の
置
き
場
所

な
ど
を
指
示
、
一
人
ず
つ
慎
重
に
通
過
し
た
。 

二
つ
目
、
三
つ
目
の
ク
サ
リ
も
無
事
に
通
過
し
１
２
時
過
ぎ
に
宝
冠
の
森
に
着

い
た
。
宝
冠
の
森
先
か
ら
は
、
甲
森
や
大
森
山
、
笠
捨
山
等
が
よ
く
見
え
、
行

仙
岳
の
旧
無
線
中
継
局
舎
も
確
認
す
る
事
が
で
き
た
。 

宝
冠
の
森
で
昼
食
を
摂
り
、
来
た
道
を
引
き
返
す
。
気
温
は
そ
ん
な
に
低
く
は

無
か
っ
た
が
風
が
強
く
て
寒
さ
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
登
り
返
し
が
続
い
た

の
で
少
し
汗
ば
ん
で
き
た
。 

勧
業
木
記
念
碑
ま
で
戻
り
、
生
熊
、
児
嶋
の
両
名
と
合
流
、
玉
置
山
山
頂
へ
向

か
う
組
と
車
ま
で
戻
る
組
に
分
か
れ
て
歩
き
始
め
た
。 

 

世
界
遺
産
石
碑
に
戻
っ
て
、
玉
置
神
社
の
駐
車
場
へ
向
か
う
。
駐
車
場
の
８



割
位
は
埋
ま
っ
て
い
た
。
玉
置
山
山
頂
組
を
待
つ
間
に
売
店
の
栄
山
さ
ん
を
訪

ね
る
と
、「
奥
駈
道
の
手
拭
が
よ
く
売
れ
て
在
庫
が
な
い
。
青
木
さ
ん
に
連
絡

し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
沖
崎
さ
ん
が
す
ぐ
に
電
話
し
て
伝
え
た
。 

 
 

 
 

 

一
人
ず
つ
登
る 

 
 
 

 
 

村
道
に
戻
る 

 
 
 
 

 

交
換
し
た
祠
の
場
所 

玉
置
山
山
頂
組
も
戻
り
、
沖
崎
さ
ん
か
ら
次
回
の
持
経
宿
・
平
治
宿
巡
回
整
備

や
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
、
あ
し
た
の
奈
良
表
彰
の
話
が
あ
り
、
解
散
し
た
。 

（
記
；
梶
野
） 
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